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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第56期
第２四半期
連結累計期間

第57期
第２四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自  平成22年４月１日

至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日

至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日

至  平成23年３月31日

売上高 （百万円） 32,609 29,756 59,878

経常利益 （百万円） 1,772 2,034 921

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,405 1,776 215
四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 678 1,805 △592
純資産額 （百万円） 5,610 6,017 4,337
総資産額 （百万円） 50,856 48,393 50,469
１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 12.21 15.43 1.87
潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 11.0 12.4 8.6
営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 4,086 4,066 2,143

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △582 △652 △935

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △3,505 △3,241 △1,972

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） 4,781 4,257 4,034

　

回次
第56期
第２四半期
連結会計期間

第57期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日

至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日

至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.28 7.19
(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。
２　売上高には、消費税等を含んでおりません。
３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、各期とも潜在株式がないため、記載しており
ません。

４　第56期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企
業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】
当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい
る事業の内容について、重要な変更はありません。
また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】
当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項
のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に
記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】
当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断した
ものであります。
なお、下記の本文中の掲載金額には消費税等は含まれておりません。
(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間における国内外の経済は、新興国においては引き続き堅調に推移しました
が、ユーロ圏のソブリン・リスクに伴なう世界的な金融不安がくすぶり続けると共に、米国経済も高い失
業率や個人消費の減少により景気回復のペースが鈍化しております。国内においては、東日本大震災と原
発事故の影響から徐々に立ち直りつつありますが、円高の更なる進行や株式市場の低迷等、先行きに対す
る不透明感が強まっております。
当社グループの属するスポーツ・レジャー用品等の業界も、一時期の混乱状態は解消されたものの、消
費マインドの冷え込み等、引続き厳しい状況が続いております。 
このような市場環境の中で、当社グループは被災エリアにおける小売店舗の早期復旧を図ると共に、魅
力ある新製品の投入やマーケティング力の強化に注力してまいりましたが、当第２四半期連結累計期間
においては、震災や原発事故の影響を拭いきれず、連結売上高は297億５千６百万円（前年同四半期比
8.8％減）となりました。利益面では、製造コストの低減や固定費の引下げ等の体質強化策を強力に推進
したことが奏功し、減収による粗利減の大半を吸収し、営業利益は概ね前年並の24億２千８百万円（前年
同四半期比2.3％減）を確保いたしました。また、経常利益は金融コストの改善や為替差損の減少等によ
り、20億３千４百万円（前年同四半期比14.8％増）となりました。更に、特別損失や税金費用が減少した
こともあり、四半期純利益は17億７千６百万円（前年同四半期比26.3％増）となりました。
　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
①日本
国内経済は、東日本大震災と原発事故の影響による個人消費の急速な落ち込みは徐々に解消されつつ
ありますが、依然として厳しい状況が続いております。このような状況の中、市場ニーズに合った新製品
を投入し拡販活動を強力に推進しました結果、売上高は237億６千２百万円（前年同四半期比10.0％
減）、セグメント利益は27億７千万円（前年同四半期比7.3％減）となりました。
②米州
米州経済は、景気の回復が鈍化しつつあり、高い失業率や個人消費の減少等、不安定な状況が続いてお
ります。このような中、市場にマッチした製品の投入と積極的なマーケティング活動を展開しました結
果、売上高は15億１千８百万円（前年同四半期比16.6％減）、セグメント利益は０百万円（前年同四半期
比99.8％減）となりました。
③欧州
欧州経済は、財政問題による景気が減速しており、個人消費の低迷が続いております。このような市場
環境の中で、積極的な拡販に注力した結果、売上高は34億３千５百万円（前年同四半期比0.6％減）、セグ
メント利益は３億３百万円（前年同四半期比3.0％増）となりました。
④アジア・オセアニア
アジア・オセアニア経済は、景気の回復基調が緩やかになり、個人消費の伸びも低下傾向にあります。
このような状況の中、積極的な営業活動を行った結果、売上高は10億３千８百万円（前年同四半期比
10.8％増）、セグメント利益は８千７百万円（前年同四半期は５千６百万円のセグメント損失）となり
ました。
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(2)　キャッシュ・フローの状況
当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ２億２千３百万
円増加し、42億５千７百万円（前連結会計年度末は、40億３千４百万円）となりました。
営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益を19億３千１百万円計上したこと
や売上債権やたな卸資産が減少したこと等により、40億６千６百万円の収入（前年同四半期は40億８千
６百万円の収入）となりました。
投資活動によるキャッシュ・フローは、新製品生産用金型投資等を行ったことから、６億５千２百万円
の支出（前年同四半期は５億８千２百万円の支出）となりました。
財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金を返済したこと等により、32億４千１百万円の支出（前
年同四半期は35億５百万円の支出）となりました。
　

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題
当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更
及び新たに生じた課題はありません。
　

(4)　研究開発活動
当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は５億２百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】
(1) 【株式の総数等】
① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 293,366,000

計 293,366,000
　

② 【発行済株式】

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)

(平成23年11月10日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 120,000,000 120,000,000
東京証券取引所
（市場第一部）

  単元株式数は
  1,000株であります。

計 120,000,000 120,000,000 － －
　

(2) 【新株予約権等の状況】
該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】
該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年９月30日 ─ 120,000,000─ 4,184 ─ ─
　

(6) 【大株主の状況】
平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

丸紅株式会社 東京都千代田区大手町１丁目４－２ 5,893 4.91

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１－２ 5,626 4.68

大和証券エスエムビーシープリンシ
パル・インベストメンツ株式会社

東京都千代田区丸の内１丁目９－１ 5,581 4.65

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地７丁目18－24 4,573 3.81

グローブライド従業員持株会 東京都東久留米市前沢３丁目14－16 3,372 2.81

メガバス株式会社 静岡県浜松市東区西ヶ崎町1590－１ 2,972 2.47

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６－６ 2,781 2.31

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 2,688 2.24

株式会社日本政策投資銀行 東京都千代田区大手町１丁目９－１ 2,500 2.08

グローブライド取引先持株会 東京都東久留米市前沢３丁目14－16 2,492 2.07

計 ― 38,479 32.06

(注)　当社は自己株式4,973千株を所有しており、上記大株主から除外しております。
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(7) 【議決権の状況】

　

① 【発行済株式】
平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
普通株式 4,973,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 113,963,000113,963 －

単元未満株式 普通株式 1,064,000 － －

発行済株式総数 　 120,000,000 － －

総株主の議決権 － 113,963 －

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式810株が含まれております。
　

② 【自己株式等】
平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
グローブライド株式会社

東京都東久留米市前沢
３丁目１４－１６

4,973,000 － 4,973,000 4.1

計 － 4,973,000 － 4,973,000 4.1

　

２ 【役員の状況】
該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19
年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１
日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日ま
で）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま
す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,049 4,272

受取手形及び売掛金 7,866 7,337

商品及び製品 12,562 12,345

仕掛品 1,389 1,116

原材料及び貯蔵品 1,339 1,329

その他 1,972 1,759

貸倒引当金 △386 △411

流動資産合計 28,793 27,749

固定資産

有形固定資産

土地 5,456 5,453

その他（純額） 7,644 7,550

有形固定資産合計 13,100 13,003

無形固定資産

のれん 2,108 2,010

その他 637 704

無形固定資産合計 2,745 2,714

投資その他の資産

投資有価証券 3,151 2,326

その他 2,738 2,659

貸倒引当金 △60 △60

投資その他の資産合計 5,830 4,925

固定資産合計 21,675 20,644

資産合計 50,469 48,393
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,837 6,944

短期借入金 13,634 11,677

未払法人税等 395 263

売上割戻引当金 35 163

返品調整引当金 180 129

ポイント引当金 240 240

賞与引当金 452 475

その他 3,492 2,661

流動負債合計 25,267 22,556

固定負債

社債 540 420

長期借入金 13,289 12,300

退職給付引当金 5,114 5,169

役員退職慰労引当金 158 166

その他 1,761 1,762

固定負債合計 20,863 19,819

負債合計 46,131 42,375

純資産の部

株主資本

資本金 4,184 4,184

利益剰余金 3,903 5,564

自己株式 △834 △843

株主資本合計 7,253 8,904

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 229 174

繰延ヘッジ損益 △43 △76

土地再評価差額金 836 836

為替換算調整勘定 △3,938 △3,821

その他の包括利益累計額合計 △2,915 △2,886

純資産合計 4,337 6,017

負債純資産合計 50,469 48,393
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 32,609 29,756

売上原価 19,731 17,812

売上総利益 12,878 11,943

販売費及び一般管理費 ※１
 10,392

※１
 9,515

営業利益 2,486 2,428

営業外収益

受取利息 4 4

受取配当金 48 44

不動産賃貸料 91 73

その他 228 201

営業外収益合計 372 323

営業外費用

支払利息 300 270

売上割引 303 281

為替差損 372 87

その他 109 76

営業外費用合計 1,086 717

経常利益 1,772 2,034

特別利益

貸倒引当金戻入額 7 －

固定資産売却益 8 1

特別利益合計 15 1

特別損失

減損損失 11 －

投資有価証券評価損 50 59

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 90 －

災害による損失 － ※２
 38

その他 4 7

特別損失合計 156 105

税金等調整前四半期純利益 1,631 1,931

法人税、住民税及び事業税 225 154

少数株主損益調整前四半期純利益 1,405 1,776

四半期純利益 1,405 1,776
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,405 1,776

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △205 △54

繰延ヘッジ損益 △21 △33

為替換算調整勘定 △499 117

その他の包括利益合計 △727 28

四半期包括利益 678 1,805

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 678 1,805

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,631 1,931

減価償却費 771 692

減損損失 11 －

のれん償却額 97 97

ポイント引当金の増減額（△は減少） 19 0

返品調整引当金の増減額（△は減少） △59 △51

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 8

売上割戻引当金の増減額（△は減少） 166 127

賞与引当金の増減額（△は減少） 40 22

退職給付引当金の増減額（△は減少） 121 40

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8 8

受取利息及び受取配当金 △52 △48

支払利息 300 270

為替差損益（△は益） 37 31

有形固定資産売却損益（△は益） △4 △1

有形固定資産除却損 4 5

売上債権の増減額（△は増加） 674 608

たな卸資産の増減額（△は増加） △536 583

その他の流動資産の増減額（△は増加） △186 177

仕入債務の増減額（△は減少） 1,667 94

未払金の増減額（△は減少） △445 △319

その他の流動負債の増減額（△は減少） 5 125

預り保証金の増減額（△は減少） △22 △8

その他の営業外損益（△は益） △91 △73

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 90 －

その他 107 96

小計 4,355 4,419

利息及び配当金の受取額 53 48

利息の支払額 △306 △271

法人税等の還付額 57 0

法人税等の支払額 △169 △263

その他の収入 95 132

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,086 4,066
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △14 △14

定期預金の払戻による収入 14 14

有価証券の取得による支出 △300 △300

有価証券の売却による収入 300 300

有形固定資産の取得による支出 △460 △486

有形固定資産の売却による収入 10 3

無形固定資産の取得による支出 △110 △224

投資有価証券の取得による支出 △38 △0

貸付けによる支出 △18 △36

貸付金の回収による収入 23 54

その他 10 35

投資活動によるキャッシュ・フロー △582 △652

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 24,665 24,662

短期借入金の返済による支出 △26,898 △26,562

長期借入れによる収入 3,100 2,500

長期借入金の返済による支出 △3,804 △3,597

社債の償還による支出 △220 △120

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 0 0

配当金の支払額 △342 △116

その他 △5 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,505 △3,241

現金及び現金同等物に係る換算差額 △185 49

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △186 222

現金及び現金同等物の期首残高 4,968 4,034

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 1

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,781

※
 4,257
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)
連結の範囲の重要な変更
当第２四半期連結会計期間より、アジア　ダイワ（ホンコン）Co.,リミテッドが営業を開始したため、同社を連結の

範囲に加えております。
　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

税金費用の計算
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
　

【追加情報】
当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の
訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計
基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】
　 (四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

１　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金
額

従業員給料手当 3,075百万円

貸倒引当金繰入額 17百万円

賞与引当金繰入額 335百万円

退職給付費用 176百万円

役員退職慰労引当金繰入額 10百万円

 

１　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金
額

従業員給料手当 2,796百万円

貸倒引当金繰入額 21百万円

賞与引当金繰入額 319百万円

退職給付費用 195百万円

役員退職慰労引当金繰入額 11百万円

 

２　　　　　────────────── ２　※２　災害による損失
災害による損失は東日本大震災によるもので、その内
訳は、営業休止期間中の固定費 31百万円、その他関連損
失 ７百万円であります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年９月30日現在)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年９月30日現在)

現金及び預金勘定 4,816百万円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △34百万円

現金及び現金同等物 4,781百万円
　

現金及び預金勘定 4,272百万円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △14百万円

現金及び現金同等物 4,257百万円
　

　

(株主資本等関係)
　

前第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）
　

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 345 3.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金
　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期
間の末日後となるもの
該当事項はありません。
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当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）
　

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 115 1.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金
　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期
間の末日後となるもの
該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)
【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）
１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

合計
日本 米州 欧州

アジア・
オセアニア

売上高 　 　 　 　 　
  外部顧客への売上高 26,395 1,820 3,456 937 32,609
  セグメント間の内部売上高又は振替高 779 9 1 3,253 4,044

計 27,174 1,830 3,457 4,191 36,654
セグメント利益又は損失（△） 2,990 42 294 △56 3,270

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の
主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
利    益 金    額

報告セグメント計 3,270
全社費用（注） △784
四半期連結損益計算書の営業利益 2,486
(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）
１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

合計
日本 米州 欧州

アジア・
オセアニア

売上高 　 　 　 　 　
  外部顧客への売上高 23,762 1,518 3,435 1,038 29,756
  セグメント間の内部売上高又は振替高 686 14 18 3,001 3,720

計 24,449 1,533 3,454 4,040 33,476
セグメント利益 2,770 0 303 87 3,161

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の
主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
利    益 金    額

報告セグメント計 3,161
全社費用（注） △732
四半期連結損益計算書の営業利益 2,428
(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

(１株当たり情報)
１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 12円21銭 15円43銭
(算定上の基礎) 　 　
四半期純利益金額(百万円) 1,405 1,776
普通株主に帰属しない金額(百万円) － －
普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,405 1,776
普通株式の期中平均株式数(株) 115,149,774 115,088,144
(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)
該当事項はありません。

　

２ 【その他】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

グローブライド株式会社(E02382)

四半期報告書

15/17



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月10日

グローブライド株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉　　田　　英　　志　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中　　川　　政　　人　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているグ
ローブライド株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計
期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平
成23年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、グローブライド株式会社及び連結子会社の平
成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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